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	Kogichi Lab.
	LEGOで考える災害に強いまち
	2024年11月4日（10時-12時）開催報告
	　秋晴れに恵まれた祝日の月曜日「LEGOで考える災害に強いまち」を実施しました。今回のテーマは「コミュニケーションができる遊び場づくり」そして「耐震構造について学ぼう」の２本立て。鳥取県や広島市からはるばる来てくださった方、はじめての方、リピーター、生後２ヶ月の赤ちゃん、幼児、小学生、中学生、高校生、大学生、インドネシア、中国、ベトナム、バングラディッシュ等出身の総勢40名の皆様をお迎えし、ワイワイと賑やかで和やかな進行となりました。耐震構造の工作では、法隆寺やスカイツリーに利用されている「心柱」の仕組みをみんなで作り、日本の建築物の耐震基準などについても学びを深めました。 　今回、道法さんが初めてファシリテーターを務めましたが、それを見たリピーターの小学生から「次はぼくも前に出て何かやりたい！」と意欲的なコメントが。コミュニティから小さなファシリテーターの誕生に期待したいと思います。次回は2025年3月に開催予定です。



